










































































向はあるのか。この点に関しては古くから研究があり，帆足ら（1961）は 4 〜 6 歳児を対象に







　読売新聞が行った 16 色使用の 3000 人対象のデータ（1998）では，男児では青，水色，紺と
いった寒色系が好まれ，女児では白，赤，桃の暖色系が優位という特徴があった。全体とし
ては白，青，緑が好まれていて，この傾向は 1979 年の調査でも示されているので一貫した好





















































































て異なるが，１回につきおよそ数人から 30 人であった。その際，10cm × 15cm の白紙の和紙







は，絵全体を 8 × 12 の正方形のセルに区切って，各セルの色を視感測色して使用色の頻度分
布を測定した。


























赤 橙 桃 黄 緑 青 紫 茶 黒 灰 その他
Fig.1  dominamt colors





空 太陽 大地 花 木 草 葉 芽 鳥 心 その他
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